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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、高い集中を要求する課題に取り組む際の課題非関連な妨害情報の抑
制メカニズムについて検討を行ったものである。特に、不安感などの感情処理の個人差が不要な情報の抑制プロ
セスに及ぼす影響について着目した。課題非関連な情報の感情価の程度により、高不安者は脅威情報の抑制が困
難になることが示された。さらに、無表情であっても人の顔情報が付与された場合には、課題成績にネガティブ
な影響が見られ、その個人差特性と要因についても分析を行い知見を得た。これらの知見は、妨害性の高い環境
における問題解決や社会不安等の症状背景の理解等に寄与しうる基礎的な研究の展開につながり得るものである
と考えられる。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to examine the attentional control process for task 
irrelevant emotional stimuli during performing high demanding tasks. Precious studies suggested that
 threat related emotional faces captured attention whereas they appeared as task-irrelevant stimuli.
 We examined the mechanisms for rejecting the task-irrelevant information during the high cognitive 
load tasks. Also, we focused on the individual differences of the inhibition process. The results 
suggested that high anxiety individuals showed difficulty of top-down control over negative 
emotional task-irrelevant distractors than low anxiety group. However, for positive emotional 
task-irrelevant distractors, high anxiety individuals succeed to reject them when the task load was 
low. These results could help understanding the mechanisms of focusing attention in the high 
distracting circumstances especially high social anxiety people.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

課題目的を達成するためには、認知資源を

課題に集中させ、課題とは関連のない情報に

対する処理を抑制することが必要である。認

知負荷理論（Lavie, J.Exp.Psychol HPH, 

1995）に代表されるように、目標課題の負荷

が高い場合、認知資源を集中させるために周

辺情報の処理を行う余剰な資源が枯渇し、目

標課題と非関連な情報の処理が抑制される

というモデルが提唱されている。このモデル

は、日常生活上の機器操作における目標の難

易度や周辺デザインの妨害性を検討する場

合などの応用可能性が高いため、広く用いら

れてきている。しかし、従来の研究は健常な

個人を対象としており、不安感の高低のよう

な情動的側面の個人差に注目した場合、従来

のモデルでは説明できないケースが存在し、

特に不安の高い個人では、課題負荷が高い場

合に妨害抑制が困難になることが指摘され

ている。例えば先行研究（Hayes, Hirsch, & 

Mathews, Journal of Abnormal Psychology, 

2008)では、不安感が高いグループはネガテ

ィブな思考を行う条件ではよりワーキング

メモリ課題での成績が低くなることを示し

ている。このことは、ネガティブな思考を抑

制することに認知的な資源が用いられ、課題

目的に割り当てられる認知資源が減少する

ということが生じている可能性を示唆する。 

不安と妨害刺激抑制に関する研究では、特

に妨害刺激が脅威に関連した情報である場

合に、強く注意がひきつけられ抑制困難にな

ることが指摘されてきている。この脅威刺激

への注意バイアスは、皮質下の情動に関する

神経ネットワークによる自動的・ボトムアッ

プ的な処理が中心的役割を担っているとさ

れてきていたが、近年は、トップダウンによ

る制御プロセスが影響しているとする報告

にも注目が集まっている（Bishop, Cerebral 

Cortex, 2007）。Bishop は、高不安群では課

題負荷が高い場合に低不安群よりもエラー

が高くなり、背景の妨害刺激の抑制が困難で

あることと、この効果と前頭葉の活動に関連

がみられることを示唆している。近年提唱さ

れている注意制御理論(Eysenck et al. 

Emotion, 2007）では、前頭葉のトップダウ

ン制御により、注意が課題非関連の脅威情報

を抑制することが出来るとしている。これら

から高不安ではトップダウン制御の減弱化

により、不要な脅威情報を抑制できず課題集

中が阻害されると考えられる。そのため、課

題非関連情報の抑制過程について高次のト

ップダウンの制御と不安との影響について

検討を行う必要があるといえる。 

 
２．研究の目的 

本研究課題では、高い集中を要求する課題

に取り組む際の妨害情報の抑制メカニズム

について検討し、エラーを生じさせるメカニ

ズムの解明につなげることを目的とした。実

験では、課題負荷や知覚的負荷を操作した課

題を用い、高負荷の場合に周辺に呈示された

課題非関連な妨害情報のどの側面が最も抑

制困難であるかを検討した。さらに社会不安

について特性不安、状態不安を得点化する心

理検査を併せて用い、それらの相関関係や影

響関係を統計的に分析し、不安の感じやすさ

に関わる個人差と妨害抑制メカニズムにつ

いて検討を行った。高不安者の注意特性につ

いては、脅威表情を用いた検討から、高不安

者では、脅威関連情報に対する注意は解放さ

れにくいことが知られている（Matsumoto, 

Applied Cognitive Psychology, 2010）。申請

者のこれまでの検討では、顔表情（写真、ス

キーマフェイス）を刺激として用い、一つだ

け異なる表情を検出する視覚探索課題を行

った場合、高不安者では、背景の妨害刺激に

怒り表情が配置された場合、反応時間が有意

に遅くなった。さらにこの効果はセットサイ

ズが大きく課題の負荷が高い条件で顕著で

あった（Matsumoto, 2010）。このことから、

高不安者では課題負荷が高い場合には、課題



非関連の妨害情報の抑制が困難になる傾向

が強まることが考えられる。しかしながら、

背景の妨害刺激に対する印象や脅威知覚の

レベルを測定しその関係を検討した研究は

少なく、注意制御への負荷と脅威レベルにつ

いては未解明な点が多い。そのため、本研究

では課題非関連刺激の特性を操作して、より

詳細に不安が認知過程に及ぼす影響を明ら

かにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

期間内に行った主要な研究手法について述

べる。 

目標課題の遂行成績と課題非関連な情動刺

激の抑制の関連 

特に脅威知覚レベルとの関係を検討する

ために、異なる種類の脅威レベルの課題非関

連刺激を用いた課題を行った。先行研究では、

脅威の程度が特に高いと考えられる男性の

怒り表情はより注意を引く効果が高い事を

報告している（ Williams & Mattingley, 

Current Biology, 2006）。しかし標的刺激に

対する自動的な注意が、表情の種類や属性の

違いによってその効果が異なる点について

は検討がなされてきているが、妨害刺激に用

いられた場合の抑制メカニズムとそれらの

関連については不明な点が多い。そこで本研

究では、同じ種類の表情であっても、脅威レ

ベルが異なる属性として、成人の表情と子ど

もの表情を用いて、ネガティブ表情、ポジテ

ィブ表情、中立表情を課題非関連の妨害刺激

に用いた時の注意制御プロセスに焦点を当

てて検討を行った。 

実験１では課題非関連の情動刺激として、

成人の表情（怒り、笑顔、中立）を用いた。

実験２では実験１とほぼ同様の手続きであ

るが、情動刺激の表情は子どものものを用い

た。実験参加者は 52 名（実験１は 21 名、実

験２は 31 名）であり、各々の実験では異な

る参加者で測定を行った。先行研究（Hodsoll, 

Viding & Lavie, Emotion, 2011）の実験パラ

ダイムに倣い、セットサイズを３とし、標的

刺激と妨害刺激を円環配置した。全ての顔表

情は右か左のいずれかに 15°傾きがつけら

れていた。実験参加者は画面に注目し、男性

の顔を出来るだけ早く正確に検索し、その傾

きの方向を矢印キーで回答するように教示

された。 

 

４．研究成果 

これらの検討の結果、以下のような知見が得

られた。 

目標課題の遂行成績と課題非関連な情動

刺激の抑制について検討を行った所、標的刺

激の種類に依存せず、妨害刺激に怒り表情が

現れた場合において反応時間が有意に遅延

することが示された。しかし、妨害刺激に笑

顔が用いられた場合にはこのような遅延効

果は認められなかった（実験１）。子どもの

表情を用いた実験では、怒り顔、笑顔ともに

妨害効果は認められなかった（実験２）。こ

れらの結果から、子どもの表情のような、ネ

ガティブな表情を表出していても脅威性が

低い対象では、情動的注意の捕捉が強くは現

れず、課題非関連な情報の注意補足効果には

それらの情報のもつ感情価によって修飾を

受け得ることが示唆された。 

さらに、個別の刺激表情の脅威性に関する

印象評定を行い、これらの課題成績との相関

を検討したところ成人の怒り表情と妨害の

効果の程度の間に有意な相関関係が認めら

れた。この結果は課題非関連情報の持つ脅威

性の程度が注意補足に影響を及ぼし得るこ

とを支持するものであるといえる。 

さらに、注意制御におけるトップダウン効

果の脳内処理に関する検討（Kawashima & 

Matsumoto, NeuroReport, 2016）、無表情で

あっても人の顔情報が付与された場合にお

ける課題への注意、記憶、印象に及ぼす影響

に関する検討（松本、国際文化学研究、2014）



等の検討も行い、それらの結果、課題非関連

情報を抑制するためには、認知的資源のトッ

プダウン制御が必要であり、これらの制御に

は個人差が認められること、それらの個人差

の要因の中には感情価を持つ刺激に対する

処理の違いが予測される不安感などの情動

面の処理が含まれ得ること等が示された。 

高度な集中を要求する課題を遂行するた

めには不要な環境内の情報を抑制する必要

がある。それらの課題非関連な情報の持つネ

ガティブな情動カテゴリの中においても妨

害効果の程度が条件により異なることが示

された。この結果は、被妨害性の高い環境に

おける問題解決や社会不安等の症状背景の

理解等に寄与しうる基礎的な研究の展開に

つながり得るものであると考えられる。 
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